




















ボランティア活動実績
令和３年度
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氏　　名 内　容 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

足立　静子 あしたば 2 1 2 1 2 1 1 2 1 2 1 16

赤ちゃん先生 オンライン 13 15 21 49

糸の会 繕い物 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 72

歌声談話室 オンライン 5 5 5 5 5 5 5 4 4 43

大橋　はるえ 手作り作品 1 1

岡本　珠枝 洗濯物 4 6 3 13

小野　一己 行事 1 1 1 1 1 1 1 2 2 1 12

㈱平安祭典 行事 5 5

川合　利幸 オンライン 1 1 1 1 1 1 1 1 8

工藤　恵美 洗濯物 3 4 2 9

小池　市太郎 写真 2 2

小池　和彦 あしたば 1 1

小坂　成子 演奏 3 2 2 7

篠原　拓生 落語 2 2 2 2 8

城西国際大学 オンライン 25 25 50

城　もも 手作り作品 1 1

Shin-Chan コンサート 5 5

新田太鼓 行事 13 13

芹川　令子 あしたば 2 1 2 1 2 2 1 1 2 1 15

セガサミーホールディンクス株式会社 オンライン 4 4

たんぽぽ 行事・フロア 1 2 6 12 42 63

千倉　洋子 オンライン 1 1 1 1 4

都月　次郎さん オンライン 1 1 2

デロイトトーマツ合同会社 オンライン 3 15 18

東京福祉専門学校 オンライン・行事 23 4 12 20 8 8 75

なぎさグループ

・佐々木　和子 シーツ 1 1

・島田　光枝 シーツ 1 1

・山崎　麻衣 シーツ 1 1

・横内　博 シーツ 1 1

・吉野　弘子 洗濯物 2 2 1 5

・日比野　由香 シーツ 1 1

夏のリモートボランティア イベント 9 63 72

林家　きよ彦 落語 1 1

原田　倫子 ウクレレ 1 1 2

氏　　名 内　容 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

ハンズオン東京 オンライン 4 6 2 2 14

平澤　紀美子 シーツ 1 1

深津　由貴子 ウクレレ 1 1 1 3

福島　聖世 オンライン 2 2

ホープリング オンライン 3 3 6

松原　有咲 オンライン 1 1

三菱UFJ銀行 オンライン 28 28

紅葉川高校 イベント 4 4

山岸　義也 あしたば 2 1 2 1 1 1 1 2 1 12

山中　信子 あしたば 2 1 1 2 1 1 2 1 2 1 14

合　計 48 58 48 25 51 114 20 86 43 52 31 90 666

介護サポーター(江戸川区内の熟年者の社会参加と介護予防を促進するための活動）
氏　　名 内　容 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

施設系

梅原　光子 シーツ交換 1 1

大矢　洋子 シーツ交換 1 1

小林　日出子 洗濯物 5 4 3 12

斉藤　重雄 シーツ交換 1 1

中山　玉惠 洗濯物 4 5 2 11

西野　小夜子 シーツ交換 1 1

畠中　美智子 シーツ交換 1 1

橋本　敦恵 洗濯物 4 4 4 12

諸岡　聖治 洗濯物 5 7 7 19

山澤　繁子 園芸 11 5 2 18

生活系

大石　かつ子 事務 1 2 1 2 6

片瀬　悦寛 事務 2 3 2 1 1 9

林　俊夫 事務 2 1 1 4

船富　剛 事務 4 2 6

山口　こず江 事務 4 2 6

和田　敦子 事務 2 2 4

合　計 0 0 0 0 0 0 2 35 45 18 7 5 112

一　般 48 58 48 25 51 114 20 86 43 52 31 90 666

介護サポーター 0 0 0 0 0 0 2 35 45 18 7 5 112

合計 48 58 48 25 51 114 22 121 88 70 38 95 778

敬称略 （延べ人数）



④ さまざまな世代のボランティア受け入れ
学生や子育て世代といった若年層のボランティアや、65歳以上で江戸川区の研修を受講し登録した介
護サポーター等を積極的に受け入れることにより、幅広い世代の方々が高齢者福祉に関心を高めてい
ただくと同時に、ボランティア同士や、高齢者との交流の場の提供を進めてまいります。また各世代の
ボランティアが継続的かつ組織的に活動していただけるような調整、工夫をいたします。

3． ボランティアとの繋がり強化

① ボランティアの状態把握・ニーズ調査
感染症予防対策により活動が制限され、ひとりひとりのボランティアと直接会っての活動の聞き取りが
難しくなっています。ボランティア個々の活動、生活でお困りのこと等の状態把握、ニーズ調査等に注
力してまいります。状況により、迅速に熟年相談室へ繋げる等、臨機応変な対応をいたします。

② ボランティア同士、職員と繋がる機会の創出
コロナ禍による人と人の繋がりの希薄化により、当苑を介して生まれていたボランティア同士、職員等と
の繋がりを持つ機会が減少しています。活動中断により直接会えない時期でも、広報誌の定期発刊や
SNSでの情報発信等の取り組みにより、お互いが繋がっていることを実感することができる取り組みや
情報共有に努めてまいります。

4． リスクマネジメント

① ボランティア活動に対するリスクマネジメント（ボランティア保険加入）
ボランティア活動の中で、予測されるリスクを施設・職員全体で把握し、事故を未然に
防いでまいります。特に感染症予防対策については、具体的な対策を講じ、ボランティ
アが安全かつ安心して活動ができる環境整備に努めてまいります。万一事故が起きた
場合には、迅速に対応が出来るように、事前に『ボランティア保険』へ加入していただく
よう働きかけます。

令和4（2022年）年度　ボランティア行事予定表

開催期 内　　容

6月期　 ボランティア活動報告書「なぎさの和」発行

8月期　 夏休みボランティア体験（地域の中・高生対象）

 9月期　 長寿を祝う集い

11月期　 介護の日

12月期　 ボランティア感謝の集い（交流会形式）

地域福祉の拠点として、なぎさ和楽苑はボランティアや地域の活動を支え、また、支えられて
まいりました。地域の皆様との交流を基に、情報収集・発信も盛んに行われ、高齢者福祉施
設の枠を越え、あらゆる世代、職業の方等との交流も行われております。
意図して創るもの、意図せずして創られるもの、各々を貴重な体験としながら、なぎさ和楽苑
が地域福祉の拠点となるよう努力を続けてまいります。

１． ボランティア受け入れに関する施設側の体制整備

① ボランティア担当職員の位置づけ、施設職員としての関わり方
各セクションのボランティア担当職員を中心に、利用者・ボランティア双方のニーズの発見及び意見収
集を行います。毎月行っているボランティア担当打ち合わせで、担当者間の共通理解、課題の早期発見・
解決を図り、セクションへのタイムリーな情報提供及び調整に努めます。

② ボランティアとの情報共有の強化
個人情報の保護・守秘義務に配慮した上で、利用者の情報提供を適宜行い、利用者・ボランティア双
方の安心及び安全に配慮いたします。

③ 職員へのボランティア教育の場を設け、ボランティア活動への理解を促進  
ボランティアと協働してきた当苑の歩みに理解を深め、施設職員としての自覚・共通理解を持ってボラ
ンティアを迎えるための研修を設け、利用者・ボランティア・施設の三者にとって、意義のある活動を
模索します（新任職員研修・中堅職員研修等）。

2．活動展開

① 新規ボランティアの受け入れ
新たなボランティアの受け入れ推進のために、広報紙やチラシ等での紙面発行とホームページやSNS
ツール等の電子媒体を駆使し、積極的なボランティア募集活動に努めます。

② “無理なく細く長く”活動できる個別の調整
コロナ禍による長期的なボランティア活動中断により、心身ともに体調を崩す方や、これまでの活動を
継続することに難しさを感じ、ボランティア活動自体をやめてしまうこと等が想定されます。“無理なく細
く長く”活動を続けられるよう、ボランティアのニーズ把握に努め、活動内容を個別に調整します。

③ リモートボランティアプログラムの推進
感染症予防対策から、利用者と直接関わるボランティア活動再開には時間を要することが想定されます。
コロナ禍での活動の一つとして「ご自宅でできるボランティア活動（リモートボランティア）」の受け入れを
推進してまいります（キリン福祉財団助成事業活用）。特にオンラインでの活動に気軽に参加できる体制
整備を促進してまいります。

— 令和4年度活動計画 —
地域と共生する施設へ向けて

地域連携推進係

ボランティア活動
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― ボランティアの皆様へ感謝を込めて ―
　令和３年の１０月からボランティア担当となりました２階の中村朋樹と申します。
　たくさんの食器洗いや、ベランダの植物の水やり、また入居者の話を傾聴してくださったり、
環境を少しでもきれいにしたいと掃除をしてくださるなど、感謝してもしきれないです。
　入居者からも「また会いたい」「いつ来てくれるんだろう」といった声をいただいております。コ
ロナ禍の状況となりいかがお過ごしでしょうか。私たちなぎさ和楽苑職員一同並びに入居者は
共に健康に過ごしております。
　コロナにも波があり100人台まで減った際に、もうそろそろ会うことができるかと期待してお
りましたが、なかなか思い通りにいかないこともあるのだと感じました。コロナにもさまざまな
種類があり、感染リスクが今までと比べ高いこともあり、入居者職員共に感染予防に努めてお
ります。なぎさ和楽苑ではそれもあってか感染者も少なく生活できております。
　今はお会いすることが難しい環境ですが、コロナが落ち着く希望を持ちながら、またお会い
できる日が来ることを、首を長くしてお待ちしております。

２階 潮騒・小波担当２階 潮騒・小波担当

中村　朋樹

　新型コロナウイルスが流行し、ボランティアの皆様がなぎさ和楽苑へ来苑できなくなり、は
や2年が経ちました。2年前は、ボランティアの皆様に喫茶、シーツ交換、食器片付け、傾聴
ボランティア、またコンサート等、入居者だけではなく、職員の手伝いもしていただいておりま
した。今すごく感じるのは、ボランティアの皆様の存在の大きさとありがたさ、そして、入居者
の気分転換する時間を作っていただいた意義も大きく、感謝しかありません。ボランティアの
皆様が、「外出したり、なぎさ和楽苑に来苑したりはできないが、何かできないか」と、いろい
ろと考えてくださっていることに、毎回大変うれしく感謝しています。
　日々感染者が増えたり減ったりしておりますが、ボランティアの皆様も体調を崩さないように、
感染症対応をしっかりし、またなぎさ和楽苑にボランティアに来ていただける日を、入居者皆
さんと首を長くして、そして元気でお会いできるのを楽しみにしております。
　また会える日まで、入居者と職員力を合わせて、一日一日を過ごしていきます。

４階 花水木・山茶花担当４階 花水木・山茶花担当

田鍋　美穂

５階 鴎・千鳥担当５階 鴎・千鳥担当

髙橋　千晶

　皆様いかがお過ごしでしょうか。私たち職員も体調管理に努め、日々気を付けております。
　コロナウイルスの蔓延で会えない日が続いており寂しく思っております。なかなか活動が難し
いコロナ禍でも、心のこもった手作りのカレンダー、うちわ、色紙、繕い物の作成、園芸のお
手入れなど、本当にありがとうございます。
　日々私たちはボランティアの皆様に支えられているのだなと感じております。コロナの流行に
伴い、関わり方や活動の仕方など大きく変わっていきましたが、その中でも今できる活動で関
わっていただけることを大変うれしく思っております。リモートでの関わりも少しずつ増えてきて
おり、会える日もそう遠くないのかなと期待してしまいますが、今までのようにはいかないこと
が残念で仕方ありません。
　以前のようにユニットに足を運んでいただき、職員、入居者とお話ししたり、お散歩したり、
同じ時間を過ごしていけることを夢に見て、私たちボランティア担当は今できることを精一杯行っ
てまいります。またお互い元気にお会いしましょう！

　去年皆様に書いていただいたアンケート内容をボランティア担当で読ませていただきました。
コロナの影響で思い通りの活動ができなかったことを書いている方が多数いました。それは活
動できなかった不満ではなく、自身が気付かない間にコロナに感染し利用者にうつしてしまわ
ないかを心配される声で、相手のことを気遣っている理由がとても印象に残りました。ボランティ
アの根本にある「相手のことを思う気持ち」がそのような回答になっているのだと感じ、コロナ
禍でボランティアの皆様も大変な中、利用者の方々に対し何かをして差し上げたいと思ってくだ
さっているその気持ちに本当に頭が下がる思いです。
　コロナが去り、早く皆様と以前のような活動をしたいと思います。しかしニュースでも語られ
ているように、コロナは無くならないのかもしれません。「以前のように」は難しいかもしれませ
んが、私はこれから皆様と「新しいボランティアの形」を考えていけることにワクワクしています。
withコロナが進んでいく中で、それはきっとなぎさ和楽苑のボランティアの基礎になると思うか
らです。

４階 短期入所担当４階 短期入所担当

鹿野　弾

　新型コロナウイルスによる影響で大変な状況ではございますが、皆様お変わりなくお過ごし
でしょうか。コロナ禍になってはや2年、ふれあいホール・くつろぎの間では皆様のご協力のお
かげで、お会いできないながらもオンラインボランティア様とお話しする機会をいただいており
ます。筝やウクレレによる音楽や体操、紙芝居の朗読などさまざまな形で利用者様を楽しませ
てくださり誠にありがとうございます。
　皆様楽しまれている中で少なからず聞こえてくるのは「会って直接お話がしたいね」というお声
です。以前のようにボランティア様や利用者様、われわれ職員が輪になって一緒に活動を行っ
たり、何気なくお話しして笑いあったり、皆様で歌ったり、そういったことができない現状を非
常に寂しく思います。
　皆様に元気で再びお会いできることを願っております。ボランティア活動が再開された暁には、
また一緒に笑顔で過ごしましょう。

通所介護担当通所介護担当

大場　美雪

　ボランティアの皆さんお久しぶりです。今日に至るまでのコロナ禍で、生活スタイルも、大きく
も小さくも変わったこともありますが、和楽苑の入居者も職員も、みんな元気で過ごしています。
　ボランティア喫茶やレクリエーション活動がなく、寂しいと話される入居者の方もいますが、
皆さんからいただいた手紙を読んで、「懐かしいな！」「また会いたいなぁ」と喜ぶ姿もあり、入
居者職員一同、皆さんを恋しく感じています。
　シーツ交換をしていては、「手際よく、綺麗なシーツ交換がありがたかったな」、食器を洗っ
ていては、「しっかりと、綺麗に洗っていただいていたんだなぁ」と皆さんの活動のありがたみを
感じています。コロナ禍が続き、ボランティア活動再開の目途が立たない日々が続きますが、今
までの皆さんの活動を通していただいた思いや気持ちを忘れることなく、今後も皆さんに感謝して
いきたいです。
　いまだ行く先が見えない世の中ではありますが、コロナ禍が落ち着き、また明るい日々が来
たときに、皆さんと会えることを心から待ち望んでいます！

２階 汐音・浜風担当２階 汐音・浜風担当

阿戸　匠

　昨年の９月より２ABから３ABへ異動になりました、田窪と申します。コロナ禍という未曾有
の状況に見舞われてから、大変な世の中に虐げられ、毎日ピリピリと恐怖を感じながら過ごし
ております。さぞかしボランティアの皆様方も同じく恐怖や苦しみを感じていらっしゃることと思
います。活動ができない昨今、いかがお過ごしでしょうか？　コロナに負けず、前向きな姿勢で
取り組んでいらっしゃるのでしょうか？
 「心の持ちよう一つで、どうにでもなる」と言います。いったんボランティア活動から離れて、考
えるきっかけにもなったのではないでしょうか。ボランティアの精神は後々自分自身に返ってくる
と言われております。ぜひコロナ禍に負けず、ボランティア精神の火を灯し続けていただきたい。
ボランティアの皆様方といろいろな関係を通して懐かしく思い出されます。どうかご自愛くださ
い。コロナが収束し、皆様方とお会いできる日を心待ちにしております。

３階 水仙・桔梗担当３階 水仙・桔梗担当

田窪　吉一

　ボランティアの皆様、いつもお世話になっております。「ボランティア活動をしよう！」と思って
くださるお気持ち、行動がとても励みになります。皆様が笑顔でなぎさ和楽苑に来てくださると、
入居者のみならず、私たち職員も明るい気持ちになれます。ボランティア活動では、直接の関
わり、掃除などもございますが、どの活動も皆様の支えがあってできていることです。コロナ禍
でボランティア活動が中止されている期間、そのことを実感しております。外出・面会が制限さ
れている中、「誰かとお話がしたい」「外出をしたい」と入居者の方も仰っています。今までの何
気ない日々を過ごすことが難しく、ストレスに感じることもあるかと思います。早く元通りの生活
ができるようになったら、皆さんは何をしたいですか？　好きなことを好きなだけできる日々が
早く訪れますように。そのためには、たくさん食べて笑って…体に気を付けることも大切ですね。
今もなお、ボランティア活動の再開も難しい状況が続いておりますが、皆様とお会いできる日
を心待ちにしております。

３階 百合・蘭担当３階 百合・蘭担当

齊田　梨央

ボランティア担当職員より
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地域連携推進係地域連携推進係

中村　達也

　ボランティアの皆様、いつも大変お世話になっております。改めてのご挨拶となりますが、以
前にボランティア担当を務めさせていただいておりました中村達也と申します。
　この度７月１日より釜島連携推進係から引き継ぎまして、本格的にボランティア担当として始
動することになりました。地域連携推進係については、なぎさ和楽苑の「顔」と言っても過言で
はないほどの重要な役割を担うのだと実感しており、名誉である一方、スケールの大きさに戸
惑いを隠せないところも、正直な心境であります。
　現在は４ＡＢユニットで介護員として勤務をしておりまして、今年で８年目を迎えました。今
までの勤務期間の中でボランティアの皆様と携わる機会が多くありましたが、最近はコロナの
影響で、お会いできる機会がほとんどなく、とても残念であるのと、寂しさを感じております。
ボランティアの皆様が来苑すると、私たちもさることながら利用者の皆様もとても喜ばれており
ましたので、再開を待ち遠しく感じている方も多いように思います。また、ボランティアの皆様
の志と、今までのご尽力がどれだけ大きなものであったかを改めて痛感する2年間でした。
　このコロナ禍による活動の自粛の中、皆様には多大なご迷惑をお掛けしていることと存じてお
ります。皆様の活動の場が失われていくことは全く遺憾でありますので、私たちが共に問題に
向かい合い、どう道筋を立てていくかが、今後の課題であると感じております。
　これから皆様と共に協力し合い、コロナ禍でもできる新しい形での活動に目を向けることと、
受け入れの再開に向けて精一杯取り組んでまいります。まだまだ至らないことが多くありますが、
前任の担当者に近づけるよう日々精進してまいりますので、今後ともどうぞよろしくお願いいた
します。
　何より、一日も早くお会いできる日を心待ちにしております。

　2021年度は延べ778名のボランティアの方に活動していただきました。ボランティアの皆様、
当苑の運営にご理解とご協力をいただき、善意の想いのこもったボランティア活動、本当にあ
りがとうございました。また当苑の入居者様のことを思い、活動を自粛してくださっていた方も
多くいらっしゃると思います。あわせまして厚く御礼申し上げます。
　世間では少しずつ感染症予防対策が緩和され、「withコロナ」の生活様式が浸透してきてお
りますが、高齢者福祉施設はまた一線を画す存在であると感じております。ボランティアの皆
様の受け入れを一日も早く再開し、入居者様の生活を支える活動をお願いしたい気持ちはやま
やまですが、入居者様、ボランティアの皆様双方にとっての「安心・安全」を考えると二の足を
踏んでしまいます…。ご理解いただけますと幸いです。
　また、「ボランティア」だけが当苑と皆様が繋がるカタチではないと感じております。日々の生
活の中でお困りのことがありましたらお気軽にご相談いただければと思いますし、「こんなこと
はできないか」といったご意見がありましたら、どしどしご連絡をいただければと思います。
　ボランティア活動ができないことによって、皆様とのせっかくのご縁が切れてしまうのは当苑
にとって一番避けたいことです。恩返しではありませんが、これまで長年支えてくださったボラ
ンティアの皆様に対して、当苑がお力になれることも多分にあると思います。ボランティア活動
と一緒で “細く長く”これからも繋がり続けていければと思いますので、末永くよろしくお願いい
たします。
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